
５ 朝日岳山行 ［夏季朝日岳山行］ 

執筆者：      （１年） 

                                                                                                                     

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ルート及び経過時刻〉      
大田原高校集合・出発（５：５０・６：００ ）                                
     ↓ 
峰の茶屋集合・出発（７：００・７：１５）                                
     ↓ 
峰の茶屋跡（８：１５） 
     ↓ 
三斗小屋温泉着・発（９：１０・９：５０） 
     ↓ 
朝日岳登頂（１１：１５） 
     ↓ 
朝日岳分岐点着＆昼食（１１：２０） 発（１２：００） 
     ↓ 
峰の茶屋跡（１３：３０） 
    ↓ 
ｋokoshat やまびこ（１３：４５） 
    ↓ 
峰の茶屋着・発 （１４：１０・１４：４０） 
    ↓ 
大田原高校着・解散（１５：５０・１６：００）  

 

日時 2022 年７月２３日（土）朝日岳 

2022 年８月２４日（日） 

場所 朝日岳・三斗小屋温泉（’那須町） 

参加者  

 

 

 

 

 

 

天気 晴れ時々曇り（ガス多し）     



【活動内容】 
  我々は峰の茶屋駐車場に集合し、各々体重測定をした。その後、山に挨拶し、那須岳登山口をくぐり
山行が開始した。今回の山行は特別であった。なぜなら、ザックにビールなどの荷物を背負い、三斗小屋
温泉経由で朝日岳を登頂するという、行程だったからである。（これを俗に歩荷という。） 
 

【三斗小屋温泉】 
 峰の茶屋駐車場に集合し、峰の茶屋跡を歩荷をした。 
途中何度か休憩をするときに各々で計測（気温、風力、照度、騒音、WBGT、湿度等）をした。 
その日は強風が吹いていたが、風力計はなぜか風速１～５m/s というそこまで強くない値が出ていた。 
おそらく、測定方法を誤ってしまったのだろう。そして、三斗小屋温泉に荷物を届けたあと、我々は露天
風呂に浸かり、一旦体力を回復させた。 
しかしながら、そこで気が抜けてしまったのか、出発時刻を５分程過ぎてしまい、髙梨先生にご指導をい
ただいた。やはり山岳部たる者、時間にルーズではこれから障壁にぶつかったときに対処が難しい。時間
厳守を基本とする部になればよいのではないか。 
 
【朝日岳登頂】 
 反省だけではなく、良い点も多々あった。小屋出発後、硫黄が噴き出す穴を見つけ、皆普段見られない
風景に驚き、スマホで写真を撮る姿が見られた。 
そして、登頂前には少し青空が顔を出してきた。 
しかし、登頂時にはまた少し雲が出た。頂上付近では県外からの登山客と触れ合ったり、写真を撮ってあ
げたりしている部員の姿も見られた。 

 
【下山】 
 その後、朝日岳分岐点まで下っていき、昼食をとることにした。やはりその場でも、ほかの登山客と触
れ合う場面も少しあった。昼食中は部員同士で楽しく買いをすることができた。 
昼食後我々はあるやまびこポイントに来た。そこは、平成 29 年 3 月 27 日にお亡くなりになられた先輩
方の名前の頭文字をとって kokoshat と名付けられた名前だ。 
これは大田原高校山岳部が独自につけた名前だ。ここにきて、「やっほーー！」とするのは、事故の悲し
みを、部員一人一人は少しでも感じ取ったのではないだろか。その後は只管下り続け、疲労が蓄積してき
た。そして、峰の茶屋駐車場に到着をして、顧問や ob の方々から「登山の心構え」「時間の使い方」など
の反省をいただいた。 

 

 

 

 

 



【感想】 
 今回の山行は非常に充実したものだったといえる。なぜなら、新鮮な体験や、課題が見つかった山行と
なったからだ。歩荷を社会貢献活動の一部として実施できたこと、時間厳守を心がけなければいけない
こと、登山によって、人とのつながりを改めて感じ取ることができたこと、などさまざまだ。これらの体
験や課題は大切にし、改善して下の世代にその尊さを伝えていければよいのではないかと思った。また、
なにより、部員のほとんどの者が、重い荷物を背負う歩荷に楽しさを感じている様子が見受けられた。来
年も歩荷を実施すべきだと私は強く思う。 

 

【Message in English】 

I was able to experience various things on this mountain trip. The task 

of carrying the luggage to the hut was difficult, but most of the members 

seemed to enjoy it. I want to do it again next year. I was also able to 

interact with other climbers near the summit. It must have been a very 

enjoyable time. However, many issues were found. We must be conscious 

of punctuality. Then our activities will move in a better direction. I learned 

a lot and got it. That's all. Thank you very much.  


